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会話型知識プロセスの構築と実証 
 

総括グループ会話型知識プロセスサブグループ 
西田豊明 

2003 年 8 月 25 日 
 

研究目的 
 
 社会技術研究では，科学技術の正負両面を考慮に入れて，現代社会の抱えるさまざまな問題の

解決と新たな社会システムの構築に資する技術の開発を目指している．社会技術の実現は，問題

の認識，知識の融合と体系化，合意の形成などの高度な知的作業を本質的に内包するが，インタ

ーネット等によって著しく多様化し流動化した今日の世界においては，人手による素朴な知的作

業に依存することはもはや不可能である．会話型知識プロセスサブグループでは，会話という人

間にとって最も自然なコミュニケーション様式を先進的な情報メディア技術を用いて拡張するこ

とによって，社会技術を遂行するための会話型知識プロセスを実現するための手法の確立を目的

とする．特に，社会技術基盤として，社会が信頼し依拠できるとともに，誰もが容易に参加でき

る会話型知識プロセスの実現をめざす．ミッショングループが課題として取り上げている安全／

安心な社会を実現するためのリスクマネジメントへの適用に焦点をあてた取り組みを行う． 
 

研究目標 
 
会話型知識プロセスについて，モデル，システム，評価，会話型知識プロセス関連技術につい

ての取り組みを並行して進める． 
(1) モデル 
会話という人間にとって最も自然なコミュニケーション様式を先進的な情報メディア技術を用

いて拡張した会話型コミュニケーション基盤を人間社会に埋め込むことによって会話型知識プロ

セスとして円滑に機能させるための設計原理を明確にし，会話型知識プロセスモデルとして明示

する． 
(2) 会話型コミュニケーション基盤の研究開発 
次の 3 段階を設定して進める． 
(2-1) 既存システムの利用技術と評価 
すでに実証実験可能なレベルに達しているシステムをベースにコンテンツを整備して，会話型

コミュニケーション基盤のプロトタイプを実現し，評価することにより，社会技術で必要とされ

る会話型コミュニケーション基盤の仕様を明確化する． 
(2-2) コミュニティ知識プロセスを支援する統合的なコミュニケーション基盤の研究開発と評

価．前項に基づいて，リスクマネージメントに必要なコミュニケーション機能を備えた本格的な

会話型コミュニケーション基盤のプロトタイプを研究開発し，評価する．特に，会話という人間

にとって最も自然なコミュニケーション様式の良さを生かし，先進的なネットワーク技術を取り

入れて，誰もが容易にコンテンツを制作して情報発信をすることによりコミュニティの知識プロ

セスに参加できるようにするための機能を充実させる． 
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(2-3) 没入型会話環境の構築 
会話型コミュニケーション基盤の発展形として，会話の行われた環境情報を提供することによ

って，人々が会話の内容についての豊かな情報を交換できるようにするための没入型会話環境の

構築を行う．知識を持っている人が誰でも容易に環境情報を伝達し，リアリティを共有できるよ

うにするための機能を充実させる． 
(3) 評価手法の開発 
会話型コミュニケーション基盤を人間社会に埋め込むことによって実現される会話型知識プロ

セスが円滑に機能しているかどうかを定量的に評価するための診断手法を開発する． 
(4) 会話型知識プロセス関連技術の研究 
本サブグループで開発する技術をさらに高度化するとともに，社会へ埋め込む方法論について，

非常勤の研究員を中心に，幅広く検討する． 
 

研究体制 
 

 本サブグループの研究体制は，上記研究目標の直接的な達成に取り組むサブグループリーダー

と常勤職員と，上記研究目標に関連の深い研究テーマについて研究を行う非常勤職員から構成さ

れている（表 1）．研究の進展に伴い，テーマに関する専門知識を有するメンバーを追加してきた．

月 1 回程度の研究会を開催し，研究課題についての討論を行っている． 

 
表１：研究体制 

 

氏名 所属・職位 常勤/ 

非常勤 

専門分野 役割 

西田豊明 東京大学大学院情報

理工学系研究科・教授

非常勤 人工知能 研究グループ統括 

中野有紀子 

(2002.9-) 

社会技術研究システ

ム・研究員 

常勤 認知心理学 会話エージェント 

村山敏泰 

(2002.4-) 

社会技術研究システ

ム・研究員 

常勤 映像コミュニケ

ーション 

映像コミュニケーション

システム 

福原知宏 

(2003.4-) 

社会技術研究システ

ム・研究員 

常勤 知的コミュニケ

ーション 

ネットワークコミュニケ

ーション基盤 

松村憲一 

(2003.4-) 

社会技術研究システ

ム・研究員 

常勤 社会心理学 グループ・コミュニケー

ション評価手法 

中川裕志 東京大学・情報基盤セ

ンター・教授 

非常勤 自然言語処理 言語コミュニケーション

中村裕一 筑波大学・機能工学

系・助教授 

非常勤 画像処理 対話的映像メディアの構

築 

黒橋禎夫 東京大学大学院情報

理工学系研究科・助教

授 

非常勤 自然言語処理，人

工知能 

言語コミュニケーション

堀田昌英 東京大学大学院工学

系研究科・助教授 

非常勤 社会基盤工学 パブリックマネジメント

渡辺光一 関東学院大学経済学

部経営学科 助教授 

非常勤 経営工学 コミュニケーションモデ

ル 

星野准一 

(2003.7-) 

筑波大学・機能工学

系・講師 

非常勤 仮想会話環境 没入型会話環境の構築 
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研究の進捗状況 

 
(1) 会話型知識プロセスのモデル (50％) 
社会技術開発を現代の知識創造の活動の一環として捉えてみると，現代社会では，知識の流動

化・細分化・主観化が進み，知識は動的で大規模複雑化していることに注意しなければならない．

現代社会における知識創造の困難さを克服するための一つの手法は，コミュニティを知識創造の

主体とする知識プロセスを構築することであると考えられる．本研究では，図１のように，コミ

ュニティが独自の知識プロセスをもち，コミュニティのメンバーが協力して，外界から来る情報

や知識をコミュニティ向けに咀嚼するとともに，コミュニティの独自の情報と知識を創出してコ

ミュニティ独自の知の体系を醸成する過程に着目した． コミュニティを主体とする知識創造プロ

セスを支えるコミュニケーション基盤は，安全で確実なコミュニケーション手段の提供など，情

報通信インフラとして当然満たすべき要件に加えて，リアリティの共有，知識の共有，協調作業

の支援，紛争解決の支援，意思決定の支援が必要であると考えられる（図 2）．  

会話のもつコミュニケーション様式の優れた側面を活かした知識プロセスを可能にするための

枠組みとして，図 3 のような会話と物語のスパイラルを設定した．ここでは，会話プロセスとい

うコミュニケーション様式と物語アーカイブと呼ぶ構造化された知識表現が対置されている．両

者をつなぐものは，会話の物語化と物語の会話化という 2 つの変換である．会話の物語化は，会

ネットワーク社会

コミュニティ知識

コミュニティ

コミュニティ知識プロセス

コミュニティ外
コミュニケーション

コミュニティ内
コミュニケーション

 
リアリティ共有の支援

知識共有の支援

協調作業の支援

紛争解決の支援

意思決定の支援

  

図 1：コミュニティを主体とする知識創造    図２：コミュニティ知識プロセスを支える 

コミュニケーション基盤  

会話化

物語アーカイブ 会話プロセス

物語化

 
図３：会話と物語のスパイラル 



 4

話で作り出された有益なインタラクションに，会話の状況に特有の文脈を明示し，構造化するこ

とによって，他の会話状況でも使用できるように保存するものである．一方，物語の会話化は，

物語として蓄積された会話の記憶や一般的知識を切り出し，与えられた会話の脈絡に沿うよう手

直ししてフィットさせるプロセスである．2003 年度はモデルの枠組みを構築する． 
(2) 会話型コミュニケーション基盤の研究開発 
(2-1) 既存システムの利用技術と評価 (85%) 
別プロジェクトで開発された分身エージェントシステム（本人の代理としてコミュニケーショ

ン活動を行うソフトウェアエージェント）EgoChat を用いて，本ミッションプログラムの各チー

ムの研究発表ができるようにした．また，JST 失敗学知識ベースの内容の内容を EgoChat を用い

て効果的に記述可能であることを確認した． EgoChat は分身エージェントの概念を実現したも

のであり，知識カードによるコンテンツ生成，知識カードの循環モデル，知識カードの配信スト

ラテジーを戦略するための知識チャンネルの手法は，会話型コミュニケーション基盤の基本モデ

ルとして十分実用に耐えるものであることがわかった． EgoChat の機能は，コミュニティにお

ける知識の共有を中心とするものであり，これをさらに発展させるためには，リアリティの共有，

合意形成の支援など幅広いコミュニケーション機能の支援が必要である．2003 年度は，コンテン

ツを組み込んで実証実験するフェーズまで行い，評価を完結させる． 
(2-2) 統合型コミュニティコミュニケーションシステム SPOC （70％） 

 SPOC は，コミュニティメンバーが発信した情報を要約し，番組としてコミュニティに向けて

放送する新しい放送型のメディア POC(Public Opinion Channel)の考え方を軸に，映像クリップ，

静止画などの素材を手軽に収集・編集・閲覧するためのツールである VMIS，意見の不一致がみ

られる集団が各々の主張を共通の媒体を通して構造的・視覚的に提示できるようにした政策論議

システム CRANES を統合することによってそれぞれの特長を関連付けることによって，リアリ

ティの共有，知識の共有，合意形成のための議論の支援をシームレスに行うコミュニティコミュ

ニケーション基盤である（図 4）．SPOC では，VMIS，EgoChat，CRANES によって使われてい

るデータ形式を統一し，相互にやり取りできる．さらに，CAST-RISA とよぶ会話エージェント

プレゼンテーションシステムを用いて，ジェスチャや表情などの非言語的なコミュニケーション

手段による豊かなメッセージを伝えることができる．SPOC の特色は， 
A) 画像，映像，エージェントの web 上で同期して提供される． 
B) サーバサイドでテキストとメディアからエージェントによるコンテンツの作成が容易に

行える． 
C) ポータルサイトパッケージ：ＣＭＳ(contents management system)を利用したユーザに

なじみのなる web アプリによるコンテンツの作成機能を持っている． 
D) SPOC は単体で使うメディアツールではなく，他のデータベース，アプリケーションと

のセッションが可能である． 
であり，高度なコンテンツ開発・閲覧のためのコストを画期的に低減した．現在，システムのプ

ロトタイプの主要部分の研究開発を終え，公開テストの段階に進む準備をしている．2003 年度に

SPOC の現在のプロトタイプを完成させることにより，コミュニティのメンバーが誰でも，自分

の考えを動画による説得力とエージェントによる会話調のわかりやすさを兼ね備えたコンテンツ

として表現して，コミュニティに循環させられる道が拓かれることが期待される． 
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(2-3) 没入型会話環境の構築(20%) 
地震災害の様子を３次元仮想環境として再現し，さらにそこにユーザと会話ができるエージェ

ントを登場させて，ユーザが状況をリアルに体験しつつ，会話によって体験を共有する没入型会

話環境の設計と実装に着手した．2003 年度は，１体のエージェントを災害場面に登場させ，災害

時の体験談やそれにまつわる教訓などについてユーザに話すことができるようにすることを目指

して，３次元キャラクターアニメーションの構築，音声認識・合成によるマルチモーダルインタ

フェースの構築を行っている．これにより，一般市民をユーザと想定し，エージェントとの会話

を通じて地震防災に関する没入的で会話的な体験の機会の提供を行い，過去の災害から得た教訓

をユーザに伝えることにより，社会における体験的知識の伝達と会話的深化を目指す．ロールプ

レイングゲーム（RPG）風に作成するが，参加者が誰でも自分の体験をエージェントに盛り込め

るようになっているところが従来の RPG と大きく異なる． 
 

(3) 社会知評価パッケージ ＳＩＱ(30%) 
社会知を「社会的集団に属するメンバーによって共有されている知識」であると定義し，社会

知を測定するための尺度を構築することによってコミュニケーション基盤の有効性を評価する．

個人と集団の両面についてアプローチする． 
 (a) SIQ-Personal 
集団に所属する個人の欲求という観点から，社会知をとらえるために，「情報行動尺度」の構築

を進めている．この尺度については，信頼性，妥当性の検証を行う必要があるが，項目の選定に

ついては完了している．2003 年度は，データ分析と仮説モデルの構築まで行う． 

 
図 6：没入型会話環境システムイメージ 

 

……
POC

番組作り

議論

へー

(1)情報提供 （2)情報交換

（3)新しい番組

作ったよ、

みんなで作った

番組作り

  

図 4：会話型知識プロセスプロジェクトの構図  図 5: 統合的コミュニケーション環境 SPOC 
コミュニケーション基盤  
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 (b) SIQ-Collective 
SIQ-Collective は，集団の観点から社会知を測定しようとするものである．2003 年度は，集団

内で共有される情報の拡散性と情報の深さを指標として，これらに影響を与える要因を同定する

ところまで進める． 
 これにより，コミュニケーションツールを利用によって，ユーザの満足度を測定し，ツールの

評価を行うことができので，ツールの改善点を明確に指摘できる．また，社会的集団（コミュニ

ティ）に属する人たちが，共有している知識レベルを知ることによって，レベルに応じた情報を

提供することができる． 
  

(4) 会話型知識プロセス関連技術の研究 
 SPOC の利用を促進するために会話型知識プロセス関連技術について検討を行い，次の成果を

得た． 
 
1. 政策論議支援システム：議論の構造・動向・趨勢解析 
2. 映像データの知的獲得と編集の動向に関する調査． 
3. 書物や報告書からの知識カード自動生成，書き言葉話し言葉変換についての研究 

A) まず，手作業で４冊の報告書から 4000 枚弱の知識カードを生成し，自動化のための

問題点を洗い出した． 
B) 自然言語処理技術により，書き言葉を話し言葉に変換したり，要点スライドを自動生

成するシステムも試作した． 
4. 情報の効率的提示と情報空間探訪支援を行うシステムについての検討とシステム試作 
5. 社会における情報と知識のフローモデル研究において社会調査を実施し，現在のインター

ネットユーザや社会技術研究への動機づけの高い人々のなかに，会話型知識プロセスへの

潜在的ニーズがあることを確認した． 
 

中間評価に向けた成果の公開 
 

1. EgoChat による各グループの成果のインタラクティブプレゼンテーション 
・ 外部公開用チャンネル（当面，パスワード認証付）： 

  ミッションプログラム全体＋各グループ＋EgoChat QA 12 チャンネル 
 ※ 各グループには，3 月発表時の初期コンテンツ，新規番組登録用パスワード配布 
   各グループから，説明者顔写真，QA 対応用メールアドレス受領 

・ 練習用チャンネル（パスワード認証付非公開）：１チャンネル 
2. EgoChat による失敗学チャンネル（公開，当面パスワード認証付） 
3. SPOC による公開プレゼンテーション（当面，パスワード認証付） 
4. 会話型知識プロセスホームページ 
・ ポータル 
・ 主要な成果（2002 年度報告書の PDF ファイルを含む） 
・ EgoChat，SPOC によるプレゼンテーションチャンネルへのリンク 
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今後の計画 

 
(1) モデル 
2004 年度，2005 年度の 2 年をかけて，現在のプロトタイプにさまざまな角度から検討を加え

て詳細化する．実装したシステムの原理を説明するとともに，今後の会話型知識プロセスの研究

の展開を予測するようなものにする． 
(2) 会話型コミュニケーション基盤の研究開発 
(2-1) 既存システムの利用技術と評価 
2003 年度に EgoChat で構築した評価システムを SPOC に移植する． 
(2-2) SPOC 
2004 年度は，非言語コミュニケーションの強化を図ることによって，エージェントを用いたコ

ミュニケーションがより効果的に行われるようにする．2005 年度は，実用化に取り組み，コミュ

ニティコミュニケーション基盤として広く使用できるソフトウェアとして完成させ，実証実験を

行う． 
(2-3) 没入型会話環境の構築 
2004 年度はウォークスルー機能の導入，アニメーションのコンポーネント化を行い，柔軟な会

話ができるようにする．2005 年度は，SPOC との統合を行い，インタフェース装置の状況に応じ

て SPOC とシームレスに切り替えができるようにする． 
(3) 評価 
2004 年度は SIQ に関する種々の仮説を実験により検証し，2005 年度に全体を取りまとめて，

社会知の評価尺度として完成させる． 
(4) 会話型知識プロセス関連技術の研究 

 SPOC の利用を促進するための手法について，継続して，検討を行い，その結果を整理してと

りまとめる． 
 

どこが社会技術か？ 
 

社会技術は本質的に社会問題とその解決方法に関わる持続的な知識創造の過程である．それは

いつか完成してあとはその保守作業となるような性格のものはなく，社会がある限り，営々と続

けられるべき知識プロセスである．社会技術の基盤はイニシアティブが構築するとしても，そこ

に内容（コンテンツ）を供給し，吟味し，合意を形成する主体となるのは社会の構成員である．

社会技術の推進には，社会の構成員が誰でも自分の経験や意見を発信し，発信されたコンテンツ

に疑問や意見を述べ，さらに発展させることを可能にする社会的なコミュニケーション基盤が必

要である．この社会的なコミュニケーション基盤は，従来の情報基盤が目指すように単に使いや

すさ・効率・信頼性を提供するだけのものでは不十分であり，社会の構成員がもつ意見を公平に

反映し，社会問題への気づきを提供し，複雑で大規模な社会問題の理解を促進し，社会問題の解

法の提言を支援し，現実の社会問題解決のための議論の場を提供し，社会の健全な意思決定に資

するものでなければならない． 
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会話型知識プロセスサブグループの取り組みは，まさしく上に述べた社会的なコミュニケーシ

ョン基盤実現に向けたものである．従来の情報通信技術では，大量の情報にはアクセスできても，

それらは書き言葉を中心としたものであり，人間が日常生活で行うインタラクションを支援する

ものではなかったので，特に，気づきの共有と理解の共有に限界があるとともに，コミュニケー

ションメディアが社会に及ぼす影響のアセスメントが行われていなかった．本研究は，人間にと

って自然なコミュニケーション手段である会話を主体とした新たなコミュニケーション基盤の開

発，それを社会への埋め込むことによる会話型知識プロセスのデザインとアセスメントを行うも

のであり，社会技術研究の根幹部分に本質的に関わるものである． 
 

ミッションプログラムとしての必要性 
 
 ミッションプログラムでは，社会技術問題のなかでもとりわけ社会の安全と安心に向けた取り

組みを，個々の社会技術および横断的な技術の両面から進めている．安全／安心はコミュニケー

ションによってもたらされるものであり，社会の安全／安心をもたらすコミュニケーション基盤

のデザインとアセスメント手法の確立はミッションプログラムとして不可欠である．会話型知識

プロセスサブグループの取り組みは，社会技術研究に共通するコミュニケーションの問題の抽出

と分析を会話型知識プロセスに反映させ，研究開発した会話型コミュニケーションのプロトタイ

プを個々の分野における実証実験に供することにより，個々の分野との間で相乗的なメリットが

ある．特に会話型知識プロセスの研究目標は，気づきの共有と理解の共有に資する会話型コミュ

ニケーション基盤の確立とその社会への埋め込みである．本研究の進展により，従来よりはるか

に密度の高い情報空間が社会において構築され，社会問題の解決への新しい手法の一つとしての

貢献が期待される． 
 以上についてのまとめを表 2 に示す． 

表２：会話型知識プロセスの社会技術への貢献 

 

社会技術の設計手法 ・ 社会問題とその解法の提案についての理解と気づきのためのコミ

ュニケーション基盤 

社会技術の具体例 ・ SPOC を用いた専門家と社会の対話システム(30%) 

社会技術のコンポーネント ・ 統合型コミュニティコミュニケーションシステム SPOC（70％） 

・ 没入型会話環境の構築(20%)， 

・ 社会知評価パッケージ ＳＩＱ(30%) 

社会技術の基礎知識 ・ 会話型知識プロセスモデル 

・ 社会知の概念と定式化 

補完的研究 ・ 政策論議支援システム 

・ 会話エージェント 

・ 映像データの知的獲得と編集 

・ 自然言語処理技術 

・ 情報の効率的提示と情報空間探訪支援 

・ 社会における情報と知識のフローモデル 

()内は現在の完成度
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